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スポーツの⾯⽩さを
より多くの⼈に知っ
てもらいたい！

障がい者との関わりづ
らさを解消させたい！

1. テーマ&設定背景

スポーツを通じてしか
わからない学びがある

障がい者に
注⽬が少ない



視聴率

５６.４％

１７.８％

２３.８％

４９.６％

開会式

閉会式



スポーツの⾯⽩さを
より多くの⼈に知っ
てもらいたい！

障がい者との関わりづ
らさを解消させる！

1. テーマ&設定背景

スポーツを通じてしか
わからない学びがある

障がい者に
注⽬が少ない

障がい者と健常者が互いに意識することなく
殻を破って関われる状態



⽴命館宇治⾼校（⽣徒）

健常者 （パラスポーツの経験なし）

⽣徒会⻑で友達

宇治⽀援学校（⽣徒）

⾝体障がい者

⾼等部（15~18歳）

2. ターゲット（N=1は？）

健常者 障がい者



くすおか技師さん DOHOさん 宇治⽀援学校

2. ターゲット（N=1は？）

3回



知的障害者⾝体障害者

運動したいと
望んでいる⼈がいる

運動したいと
望んでいないかも

初めはこっちから

精神障害者



理想

最初
望んでいる⼈

知らない⼈
魅⼒的に感じない⼈



⾝体障がい者

歩⾏などの⼿⾜を
使った移動、動作
などの難しさ

設備の不⼗分さ
コミュニケー

ションの取り⽅
周囲からの偏⾒

や差別

3. 課題



興⾵祭でボッチャを
⽣徒に体験してもらう



パラスポーツを通じてなら
障がい者の⽅とコミュニ
ケーションが取れる

多くの⼈が集まってくれるから

パラスポーツの知名度、
障がい者に対する理解
度を測ることができる

健常者に対する理解度や
印象をより具体的なニー

ズを得れる

パラスポーツの反響や効果
を知ることができる

4. 解決策



ぼっちゃ体験
• ⽇付：9/6
• 場所：宇治⽀援学校
• 宇治⽀援学校の⽣徒と興⾵祭
で⾏うぼっちゃの企画の具体化
のために⾏った。



ボッチャ
体験を通して

＜イベントの際の⼯夫点＞

補助具を使うことによってセットに時間がかかってしまう

→時間を短縮する

＜課題＞

⾔葉が伝わりにくく、健常者と障害者とのコミュニケーションが
取りにくい

＜イベントを通して伝えたいこと＞

パラスポーツは年齢や性別、障害の有無に関係なくみんなで楽し
むことができるスポーツ パラスポーツを通してなら⽇頃コミュ
ニケーションを取らないような⼈と関わり合える

回転効率が悪くなる





興⾵祭の予定
体験してもらうパラスポーツ：ボッチャ

スケジュール (1セット✖５）

ルール説明

５分

試合

20分

アンケート

5分

⽬的
パラスポーツの⾯⽩さを知ってもらうとともに障害者と
コミュニケーションをとるきっかけにしてもらう



FBして欲しいこと

イベントにより参加し
たいと思ってもらうた

めにできる⼯夫

何を持ってこのイベン
トが成功したと⾔うこ

とができるのか

宇治市の⾃治体をどのよ
うにしてこのイベントに
巻き込んでいけるのか？


